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第1回 拡大高等教育研究委員会
第4回 教育に関する懇談会

（Jan. 17, 2017）

「早稲田大学における

教養教育のあるべき姿」
主旨説明

吉田 文
（教育・総合科学学術院）
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1. 高等教育研究委員会のテーマ

O 2016年秋学期〜：「早稲⽥大学における

教養教育のあるべき姿」

2015年4⽉〜2016年7月：「事例調査を通じ
た早稲田大学の全学教育カリキュラムの位置づ
け」にもとづき、早稲田大学の教養教育のあり方に
ついて検討
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2. 研究の背景

＜国内の動向＞

O 1991：大学設置基準の大綱化

一般教育の縮減と多様化

O 2000〜：教養教育の新傾向

初年次教育、スキル系科⽬（eg.IT、オーラル・イン
グリッシュ）の増加

O 2010〜：3~４年次、⼤学院における教養教育の
導入と全学的体系化

学修成果の可視化（新入生対応→卒業時の学⼒
保証、知識＋汎⽤的能⼒）
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＜国外の動向＞

O 専門教育のみ高等教育システムをもつ諸国で、
教養教育を導入

O トップ大学を中心に

・1990’s半ば：中国（素質教育）、香港（ 4
年制への移⾏、general education）

・2000〜：オーストラリア（breadth）

・2010〜：イギリス（liberal arts、4年制も）

O 入学者の学⼒問題、汎⽤的能⼒の涵養への
着目、大学院の拡充…
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3. 委員会における議論の経過

第３回委員会：「全学必修コア」に関して

<汎用性の高い科目>

O ライティング・スキル

O 英語で発信できる、話して書ける

O 数学・統計・情報の基盤教育

O 自校史教育

＜早稲田大学独自の科目＞

O リーダーシップ科目
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第４回委員会：「カテゴリー」に関して

＜卒業後を視野に入れて＞

O 職業選択支援

O generic skill, transferable skill

O 自己アピール、プレゼンテーション能⼒

O 労働リテラシー（労働協約）に関する科目

＜幅を広げることを目的＞

O ⾃⼰の専⾨とは異なる学問の⾒⽅を⾝に付ける（⽂系は
理系を、理系は⽂系を）

O 真髄科⽬（専⾨とは異なるdisciplineの真髄を入学の
早い段階で学習）の再検討

O ⾼度教養教育（３~４年次、⼤学院）
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4. 論点の提起

O 全学必修コアは必要か

O 外国語は専門別か

O 早稲田独自の科目は

O 幅の拡大はどうする

O 汎⽤的能⼒の涵養はどうする

O 拡大高等教育研究委員会における自由な議
論をもとに、これからの早稲⽥の教養教育のある
べき姿を考えたい。
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